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機械器具 50  開創又は開孔用器具 

管理医療機器 単回使用開創器（JMDN13373002） 

 再使用禁止                   ベアーポート   
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【形状・構造及び原理等】 

1. 形状及び寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 原理 

肋間の創部に挿入して留置することにより、処置具等の作業用

チャンネルを作成する。 

 

3. 原材料 

シリコーンゴム 

 

【使用目的又は効果】 

肋間の創部を拡げて保持するために用いること。 

 

 

【使用方法等】 

1.使用前準備： 

1) 患者に合せて、本品のサイズを選択する。  

2) 本品を滅菌包装から取り出す。滅菌包装及び本品に破

損等の異常がないことを目視で確認する。  

 

2.使用中の操作： 

1) 肋間隙に本品を挿入できる切開創を設ける。  

2) 下フランジを切開創に挿入させる。  

3) 体壁に固定されていることを確認後、ポートを通して

処置具等を挿入し処置を行う。 

 

3.使用後の処置： 

1) 患者の肋間隙から本品を抜去する。 

2) 本品は再使用できないので、使用後は廃棄する。 

 

 

【使用上の注意】 

1. 重要な基本的注意 

1）気腹の維持が必要な手術には使用しないこと。 

2）表面等に傷をつけないよう注意すること。 

3) 上下逆に使用しないこと。 

4) ポートサイズに合わせた切開を行うこと。 

 

 

2.相互作用 

1)併用禁忌 

医療機器の名称等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

本品の作業チャンネ

ルサイズに合わない

手術器具 

破損することがある

ので使用しないこ

と。 

破損による組織

損傷、破損部品

の体内遣残。 

 

 

【保管方法及び有効期間等】 

1.貯蔵方法・保管方法 

1) 高温、多湿、直射日光及び水ぬれを避けて室温で保管するこ

と。 

2) 本品に損傷が認められた場合には、速やかに使用を中止して

交換すること。 

3) 開封後に使用しなかったものは破棄すること。 

 

2.使用の期限 

適切な貯蔵方法で保管する時、使用期限は外箱に表示。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】  

株式会社 ベアーメディック 

電話番号：03-3818-4041 

 

ポートサイズ（mm） 処置具の外径(mm) 高さ(mm) 

13×31 φ12 以下 15、20、25、30 

16×35 φ15 以下 15、20、25、30 

【禁忌・禁止】 

1. 本品を加工、改造しないこと。[本来の性能が発揮されないこと

があるため]。 

2. 再使用禁止。[破損、強度低下の恐れがあるため] 

3. 一度開封したものは再滅菌しないこと。[感染の恐れのため] 
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